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であり，それ以上の投下は単年度の粗収益の増大には結

びつかないようである。

また各投下労働日数別の変異をみると，おおむね4万

円の偏差をもっているがこれは技術段階の差とみられ，

労働効果をさらに発揮するためには．着果数，品質向上

に結びつくような技術内容の向上が必要となる。

C・10α当り生産費

生産費と粗収益の関係図は第7図のように，生産費の

増加は粗収益増加に関与し，その傾向は労働投下の場合

よりも直線的な関係を示している。
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第7図10α当り生産費と粗収益の関係

しかし，各段階での分布の偏差は，投下労働量の場合

よりも拡大されているが，これは技術段階の差にもとず

くものと思われる。

もともと生産費の内容は投下労働の価値量に投下物財

費を加えたもので，物財の効果が技術差によってさらに

拡大したものと考えられる。

したがって生産費用の効果を粗収益の増加に結びつけ

るた削こは，着果数，品質向上に結びつく技術内容の向

上がさらに重要である。

3　む　　す　　ぴ

1・現在の技術水準と価格関係のもとで粗収益を向上

させるには，1樹当り着果数を高めることが基本であ
る。

2・1，100個以上確保可能の段階では，品質の良否が

粗収益増大に強く関与するので，品質向上は着果数の確

保との関係で充分考慮しなければならない。

3・個体重はそれ単独では粗収益の増大には強い関与

の仕方は示さないが，同一着果数，同一品質下では個体

の軽重が粗収益に関与すると考えられるので，着果数，

品質ともに低下させない範関で個体重を増加する技術の
確定が肝要である。

4・栽植本数は農家の技術段階で関与の仕方が異って

いる。貴家にとって栽植本数は与件であるから，与件

としての栽植本数を最高に発揮し得るように技術段階の

転換が考慮される必要がある。

5・摘果労働は粗収益の増大に関与するはかりでなく

生産の安定性にも強く作用しており，この技術の適正な

投下が今後のりんご作の課題でもある。

6・生産労働投下量及び生産費用の投下量の多少も粗

収益の増加には葡く関与する。

しかしその関与のメカニズムは品質，着果数に作用す

る技術内容との関係で検討しなければならないが，ここ

では技術内容と粗収益の関係は明らかに出来なかった。

スピードスプレヤー利用における水槽の

適正配置について

八重樫　瑞　郎・長　岡　正　道

（岩手県農試）

1ま　え　が　き

最近岩手県における動乱特にりんご作画敏の増加は

顕著なものがあり，その拡大のあり方には新たにりんご

園集団を造成する新穂型と，散在園の間を日つぶしして

団地化をはかろうとする日つぶし新植塾のふたっの方式

がとられている。他方果樹園に対するスピードスプレヤ

ーの導入利用は年とともに増加の一途をたどっており，
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目つぶし新植とともにスピードスプレヤー1台当りの稼

動面瘡の拡大が強く要請されるようになってきている。

またりんご作における病害虫防除はその時期の多雨，多

湿の気象条件と病源菌の発生から強く適時性が要求さ

れ，本県では普通1回の防除が2～3日で完了するよう

に括導されている。

以上のような動向と規制条件からスピードスプレヤー

1台当り稼動面鏡を拡大するためには単位当り面鏡の散

布時間の節約が最大の課題となってくる。スピードスプ

レヤーの運行時間を節約する方法は散布走行法の合理化

や懐斜地における農道施設などによる事故防止及び給水

のための走行時間節約などいくつかの方法が考えられ

る。散布走行の問題及び農道設置条件等についてはすで

に究明されているので，ここでは残された問題として給

水のための走行時間の節約をめぐる水槽の適正配置のあ

り方について検討を加え，以下日つぶし増園における水

槽配置問題及び新設園における経済的な規模と水槽配置

について報告する。

2　水槽配置開通への接近

この間題をとりあげるにあたり．水槽をどのように配

置するかという問題に接近するときに考えられること

は，園地条件が異なれば配置のあり方がそれに応じて変

わるという問題をどのように処理するかということであ

る。ここでは最近のりんご園の集団化債向にかんがみて

標準的な集団地構成をとっていると考えられる岩手県北

一戸町果樹園経営改善実験集落をモデルとして，水槽の

合理的配置とSS作業能率向上の関係を追跡し水槽配置

のあり方を検討した。

一戸町の調査園地は12．1加で2団地にわかれ（団地間

距離約1．5肋），団地内は隣接したりんご園を形成して

いる。傾斜は5度未満の緩傾斜地でりんご園としては最

近団地化をはかっている園地の代表と考えてもよいよう

な集団条件をなしているところである。園地の附近には

豊富な水源がないためにここでは12・1加に21個の水槽を

設置し水源としては主として沢を利用したものが多く傾

斜を利用して無動力のパイプ送水を行なっている0こう

した条件のなかでSS利用による薬剤散布能率を測定し

た結果は第1表に示すごとくである〇

一・・戸の場合は近隣に果樹園が多く，共同防除に参加を

希望する農家があって，SSの作業能率向上によってこ

の希望を満たさねばならない条件が存在している。そこ

で今水槽の増設と稼動時間の延長によって（現況では1日

10時間で12．1九αを26．6時間で完了していたものを1日11

第1表　SS運行の実態（10α当り）

作 業 名

内

合

時間とし3日間で散布するものとして）とこまで稼動可

能になるかを検討した。その結果さらに3個増設し，合

計24個の水槽を設置すれば14．7加の散布が可能となる

が，これ以上の水槽を増設しても規模拡大には作用しな

いことが明らかとなった。しかしここで反省しなければ

ならないことは第1表に示したように給水のための走行

時間（以下給水走行時間と略称する）の変異係数が非常

に大きいことである。このことは水槽の設置数が多くて

もその位置が散布との関係で必ずしも適正な位置にない

ために，著しく給水走行時間の少ない園地と反対に給水

走行時間の多い園地が存在していることを意味してい

る。

3　SSの移動面積と水槽の配置数

そこで一戸の園地条件のもとで合理的な散布走行を実

施した場合水槽の位置と配置数を検討した結果を第1図

に示す（合理的な散布走行とは，現地の地ヲ玖水源．ト

ラクター走行方向を考慮して10α当り散布量550g，散

布速度2加／時としたときに各水槽設置数の段階で給水

走行距離が最短となるように水槽の位置を圃場図の上に

作図して求めた）。

この図表は次のふたつの事項を意味している0すなわ

ち

1．一戸の場合では現在の12・lh頭こ設置された21個の

水槽にさらに3個増設すれば3日間に14・7助力萄動可能

面蔵となるが，合理的な水槽の配置をすればほゞ9～10

個の水槽で充分であったことを示している。換言すれば

10～11個以上の無意味な水槽を配置したことになる0

2．図が示すように，SSの給水走行ロスを少なくす

るた削こは一般的にいって水槽の数は限界減少時間が少

なくなり．水槽増設による稼動面横拡大の効果が急に少

なくなる7個くらい，すなわち1・7血頭こ1個の割合で水
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第1図　水槽増設と給水走行時聞及び稼動限界両横の

関旅

楢を配置するのが能率の側面からみて適正であることを

意味している。

4　水槽増設とその経済性

しかし水槽の増設は水槽設置費用の増加を招く一方稼

動限界面覇の拡大にともなってSSの隠泣面椚当り依却

舘は逓減することになる。したがってこの両者の関係か

ら水槽の経済性がきまってくるので無限に増設すること

はできない。そこで／㌢．りんご作における国是角川の節

約という立場から水槽増設による資用の問題を検討した

結果が第2図及び第3図に示すごとくである。

すなわち第2図は各所償当りに1個の水槽を設置した

t
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第2図1水槽当り面贋と10α当り施設朕却穀

第3図1水槽当面唐と10α当り施設肢却費及稼動限

界面蚤との関係

ときの水槽依却喪と，そのときの稼動可能酎酎こよるト

ラクター償却費を10α当りの価額で表わしたものであ

る0水槽倍却掛こついては一戸町の場合は傾斜地形を利

用して無動力で送水しているが，一般には動力送水を必

要とする場合も相当に存在すると考えられるので両方に

ついての計算結果を示した。水槽償却費は右上りに2万α

前後から急上昇するが，これは第1図に示したように1

・7力α前後から限界稼動面積の増加率が急激に減少するこ

とに起因している。これに対してトラクター依却費はオi

下りに低下してくる。

したがってトラクター償却費と水槽施設償却費を合計

したものを第3図に示す。すなわち10α当り施設償却費

が最少になるのは無動力送水のときは14．5月虎のりんご閑

に対して0・9如こ1個の割合で水槽を配置した場合であ

り，動力送水の場合は147はのりんご園に1．7加こ1個の

割合で水槽を配置する場合が最も固定暦が少なくてすむ

ことになる。

以上を要約すれば実際に新設園を開設する場合には日

加前後の園地で水槽は1～1・7ゐαに1個の割合で水槽が

配置されるように計画することが，SS稼動能率及び国

定要の節約からみてより合理的な方式であるということ

ができるのではないかと考える。

5　今後に残された問題点

ここで取り扱った問題について今後なお検討されなけ

ればならない問題としては

1稼動日数を3日間としたときの水槽配置について

はここで述べたとおりであるが，気象条件その他で稼動
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第2表　1水槽当面鎖と稼動面積及び施設償却蛍（10α当り）
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1．550g散布の10α当散布能率は一戸町の実態平均より散布3・84分給水及び薬剤調合4・05分，園内移動0・30

分，事故0．55分，園地間移動1．14分，整備給油3・31分合計13・19分とした。但し給水及び薬剤調合時間につ

いては1タソク当所要時間から550g当りを比例計算した。

2．水槽は角軋鉄筋コンクリート造りとし水槽壁の厚さは土圧計算と施工上の理由からコンクリート打込高

さ1m以上の場合は15e舵とし，それ以下は10cmとした。建設費用は資材と労質を見撥り，耐用年数20年とし

て償却費を算出した。なお水槽施設償却費にはビニール配管施設及び揚水施設を含む0

3．水槽容量は12．1加須こ対する所要量59．60いZ（反当平均550ゼの割合）を各水槽設置個数に分割した容量で

ある。例えは7槽設置の場合は12．350ゼ2槽12．300g9500g6・650g4・750g700g各1糟とした0

4．自己資本利子率は5．5％とした。

期間を2日に限定しなければならないときの水槽配置の

問題。

2．ここでは水槽増掛こよる稼動面積の拡大を考えて

きたが1日当り作業時間の延長（夜間作業）によって稼

動而椚拡大をはかる場合の水槽費用と作業労賃との代替

関掛こついてである。

農業労働配分の現状と調整方向

－津軽のりんご・水稲作経営－

佐　　藤　　多

（青森県農試）

1ま　え　が　き

青森県津軽のりんご・水稲作経営を対射こ，農業労働

配分の現状と調整方向に関する研究を昭和37年以来進め

士
口

てきたが，一応のとりまとめを完了したので，その観要

（とくに個別経営内部の調整）について報告する。なお

この研究は総合助成研究熱こよるもので，共同研究者は

神・佐々木・工終（富）・金沢・永沼の各技術である。


